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第 1項形態学的性状
緒
言
寄生虫卵や病原細菌が貯溜尿尿中に於いて，尿尿の魔熟と共に漸次死滅する現象は一般に認
められるところであり，厚生省式改良便所の効果もこの現象を応用したものであるO 併し乍ら，
この寄生虫卵の殺滅機転に関レては未だ充分明らかにされたと云い難い。この問題は従来物理
化学的に或は細菌学的に追求された。尿尿中の NH宅に着目した実験が多いが普通現存の墨で
は殺卵は認められないようであるO 松村氏等はメルカプタン， H2S，NH，フヱノ{ル等の殺il
卵性を実験したが，長野氏はこれら蛋白分解産物は自然に荏在する濃度では到底殺卵し得ない
ものとして，むしろ亜硝酸を重視している O 稲臣氏はインド~}レの作用を以て説明せんとして
いるO
他方化学製剤，例えば各種脂肪酸， CS:!>クレグ戸ル誘導体等の殺卵作用が竹山， 松村，石
井，柳沢氏等によって追究されたが， かかる物が尿尿中に有効量lこ発生する事は考えられな
い。山口氏は大揚菌群生産物が尿尿中殺卵性の主因であるという。而して尿尿に魚粉と過燐酸
石灰を混ずる事により寓熟は促進され，叉好適な pHを保持する事によって，大腸菌の発育が
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旺盛となり殺卵力を増すという。
当教室に於いてはかねて尿尿処理や寄生虫に関する研究が進められているが，原氏は貯溜尿
尿中に於ける畑虫卵の死滅機転，特に物理的及び化学的因子に関する研究を行い，メジユウム
の酸素欠乏が主因と解釈した。叉藤倉，牛尾氏は貯溜尿尿中の細菌の消長を検索した。而して
藤倉氏は閣熟の進行と共に偏性嫌気性菌類，特に Cl，Welchiiの他の菌に対する比率が著明
に増大している事に注目した。たまたま長野氏は Cl，Welchii に姻虫卵の発育阻止能力ある
らしい事を報告したので，この方面の検索中教室の加藤氏は酪酸菌類に属する 2株の嫌気性菌
に畑虫卵殺滅作用のある事を証明した。
著者は谷川教授の命により姻虫卵に対して明瞭な殺卵作用を有する Clostridium類を広く
_， 且つその殺卵機序を追究せんとして微生物化学的に種々検討した結果，分離検索し， 2 3の
興味ある成績を得たのでここに報告する次第であるO
第I章実験菌株の採取分離 室温にて殺卵後，遠心法 (2000r. p.戸〉により被
第 1節実験材料 菌蒸溜水にて 4間水洗すると，比較的無菌な畑虫卵
本実験に使用せる試料は，厨芥塵俣の腐蝕せる黒 が得られる。
褐色の土壌， 1 種，堆~巴 3 種，田及び畑の士壊 4 種， 使用に便なるためこれに少量の滅菌蒸溜水を加え
道路上の土砂2種，豚・馬小屋並びに鶏舎内の土壌 たものを実験用畑虫卵浮活字液どした。 
3種，下水汚泥 3種，池の泥土 1種，海岸の砂士2 第 2節実験方法
種，目i益の土壌 4種，露天の貯水 4種，等，計 27種 上記各被検菌株の肝片加肝臓プイヨ:/370C，24 
である。 時間，培養液中に上記豚畑虫卵浮肱液の 1ccを投入
第 2節分離方法 し， 270 Cの卿卵器に収め， 5日後， 10日後， 15日
上記材料の約 19を減菌蒸溜水 10cc中に投じ， 後， 20日後に夫々畑虫卵の発育状況を鏡検し，更に
充分振謹撹持せる後，その 1ccを再』び域菌蒸溜水 それをカワラケ培養に移してより， 10日， 20日， 30 
， 10 cc中に投入し，その稀釈操作を 4回反覆し，最 日目毎に再び鏡検し，卵細胞の発育状態を検し， 30 
後の稀釈液を， Zeissler氏葡萄糖平板寒天上に 1 日経つも単細胞のままの状態をもって蜘虫卵死蹴と
滴，滴下し， 平等に塗抹した後， 370C，5日間，嫌 した。
気培養を行った。嫌気培養法は，教室常用の黄燐法 第 3節実験成績
を用いた。 実験菌株中有効菌株として，厨芥塵侠の腐蝕せる
次にこの， Zeissler氏平板上に発生せる各集落 黒褐色の土壊より分離せる Ba株，下水の汚泥より
の内，典型的偏性嫌気性菌の集落と思われるものを 分離せる G1，G 5，G 12株，堆肥中より分離せる 
夫々釣菌し，肝片加肝臓プイヨ:/(p~ 7.2) 10 cc P18，P19等計 6株を得た。
中に移植し 370C，48時間培養し再分離を行って この内， G 12，P18，P19株は，肝片加肝臓プイ
実験菌株とした。 ヨシにより継代培養を続けている内漸次殺卵性を失
第 3節分離菌株 った。而してこれら有効菌株は，何れも偏性嫌気性
厨芥塵侠の腐蝕士より， 3株，堆肥6株， 田及び 有芽胞惇菌であった。
株についG5株，G 1株，Ba'-1，r:Iこれらの有効菌株朱，海岸の21株，池の泥士4株，下水汚泥6畑の土 
砂土3株， 日蔭の土 5株，露天の貯水 3株， 等計 40 てその殺卵性を示せば，第 1表の如くである。即ち 
株の偏性嫌気性菌を分離し得た。 Ba株が最も強力な殺卵性を有し， 5日間浸漬にて 
第II章実験菌株の殺卵性試験 96%，10目間浸漬にて 100%の殺卵を示した。次い
第 1節使用畑虫卵 で G1株が比較的強力な株であり， 5日間浸漬にて 
j肯洗せる成熟雌豚自国虫の子宮末端部 1'""-'2cmの 26%，1O~15 日間浸漬で 42~57% ， 20目間浸漬 70
部位より，正常受精卵を可及的清潔に採取し予め %の殺卵を示した。叉 G5株の場合は 5日間及び
作成せる 2.5%フォルマリン水中に投じ， 48時間， 10日間浸漬では相当数の分裂像が認められたが， 20 
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(註 1) 1".単細胞期(破壊卵， ~主性卵を含む〉 
ll.一分裂期 
E…桑実期 (註 2)
日間浸漬では 66~68% の殺卵が認められた。向対
照類、菌肝片加肝臓プイヨシで、は勿論各群共殆んど全
卵仔虫形成を見た。 
著者はこの実験に方さて予め次の点を検討した。即
ち 2.5%フォルマリシ水， 48時間浸漬が蜘虫卵に対
し何ら影響を及ぼさない事を確めy 叉人畑虫卵をも
つでした成績も豚畑虫のそれと大差ない事を認め
た。
第 111章殺卵菌株のIr生状
第 1節 Ba株の性状
第 1項形態学的性状
本菌はグラム陽性，偏性嫌気性の直単樗菌であ
り， 2ケ位連鎖状につながることがある。その大き
さは，横径1.0~1.5μ，長径 4.1;....5.0:1. で，端在性，
卵円形の芽胞く1.8x1.7ゆを形成する。鞭毛は証明
されず，運動性を認めなかった。
2 
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IV…ダルマ期
V…仔虫形成
及附叫期 
表中数字は各々鏡検 200を算し%を求めたもの
第 2項生物学的性状 
Zeissler葡萄糖平板寒天上の集落は，その表面
解、光沢，不透明にして大小不同，形状不定の死状集 
落を生ず。時に山脈状の起伏を現わしその辺禄は，
不整形，毛状鋸歯状である。集落は概ね硬く培地に
陥入す。肝片加肝臓プイヨシの発育良好にして瓦斯
を産生し，培地を潤濁す。叉比較的早期に培地を黒
~し，肝片を 3 週日にて全く消化す。向著しい糞尿
臭，腐泥臭を発す。
生化学的性状は第 2表に示す如〈である。
①糖分解:セルローズ， グリコー ゲ、Y，イヌリ
シ， グリセリシを分解せず。キシローズ， グルコ{
ズ，フルグトーズ，ラグトーズ，マルトーズ，ガラ
グトーズ，サッカローズ，デキストリン，スターチ，
マンニット等を分解す。 
② イシドー lL-， H2Sを産生せず。
③'ラグムス牛乳培地に於ては，酸を産生して，
70 
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カゼイシの凝固がみられる。 一分解Lない。グノLコ{ズ，フルグト{ゼ，マルトー 
④ アルプミシ擬固卵白試験では溶解液化せず。 ゼ，デキストリシ， グリセリン等を分解す。 
③ 高層 20%ゲラチシ培地に穿刺後，嫌気培養 1 ② イシドールを産生せず。硝酸還元試験は陰性
週日にて表面より 0.5~1 cmの部分に管状叉は袋状、である。
の液化をみる。 
⑥ Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板上に於て著
明な溶血が認められる。
以上の諸種性状より該菌株 Baは， Cl，angulo・ 
sum (Bergey. 1948)に大体一致する菌と考えら
れる。
第 2表 Ba株の生化浮的性状
糖分解:セルロ{ズ， グリコー ゲン， ¥ 
イヌリシ， グリセリシ I 
，-._ 
~ 
キシローズ，グルコ{ズ，プ l
ノレグトーズ，ラグト{ズ，マ l
ノLトーズ，ガラグト{ズ，サ)...EB 
ッカローズ，デキストリシ， I 
スタ{チ，マンニット 1 
イシドー ル・・・…・・・・ー 不 産 生
硫化水素・…・…・…不産生
ラグムス牛乳....・ ・-…酸産生，凝固H
アルプミ y…………不 溶
ゲラチシ………・・溶 解
血液寒天....・ ・-…溶 血H
第 2節 G1株の性状
第 1項形態学的性状
本菌はグラム陽性，偏性嫌気性の揮菌であり，端
在することもあるが叉 2---3ケ或はそれ以上の短い
鎖状の連鎖をなすととがある。その大きさは横径 
0.5........0.8μ，長径 2.5~7.5μ であり，その端は円形

をなしている。叉その菌体の周辺には多毛性鞭毛が
見られ活畿な運動性がある。芽胞は楕円形，比較的
端在性であるが明瞭な膨降を示す。
第 2項・生物学的性状 
Zeissler氏葡萄糖平板培養に於ては，乳白色円 
形の集落をつくり，その宜径は 2mmである。叉そ
の中央部には僅かな隆起を示しその表面は光沢を 
有するも不透明である。肝片加肝臓プイヨ yの発育
は，可なり良好であり瓦斯を産生し培地を一様にj図
濁せしめる。叉肝片は漸次黒愛し 3週日にて原形の 
2/3は消化するに至った。
生化学的性状は第3表に示す如くである。
①糖分解:セルロ{ズ，イヌリ y，キシロ{ズ，
アラピノ{ズ，ラグトーズ，ガラグト{ズ，サッカ
ロ{ズ，ラムノ{ズ，ズルチット，マシニット等を
③ ラクムス牛乳培地に於ては，弱し、酸を産生し 
比較的遅れてカゼインの凝固がみられるが，それも
やがて 10日後に消化される。
④ 高層 20%ゲラチシ培地に穿刺後， 培養約 1
週目にして袋状の液化をみる。 
⑤ Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板上に於いて
溶血作用がみられる。
以上の諸種性状より該菌株 G1は， •Cl，parabo-
tulinum (1948)に類似せる菌と思われる。
第 3節 G5株の性状
第 1項形態学的性状
本菌はグラム陽性，偏性嫌気性の僅かに轡曲せる
梓菌であり，単独に存在するか叉は短い連鎖状の配
列を示す。その大きさは，横径約 0.6μ，長径 4.5.. 
6.0μ であり芽胞は卵円形であり 中央部附近に形成1
される。叉運動性が認められた。
第 3表 G1株の生化学的性状
糖分解:セ，}1-ロー ズ，イヌリシ，キシ
ロ{ズ，アラピノ{ズ，ラグ
トーズ，ガラグトーズ，サッ 1..…θ 
カロ{ズ，ラムノ{ズ，ズノL
チット，マシニット
グルコーズ，フルグトーゼ， 1 
マルトーゼ，デキストリシ， )・・・・・・@
グリセリシ 1 
イ Y ド-}1-.............不産生
硝酸還元.....・ ・..{ー〉H
ラグムス牛乳…...・ ・-弱 L、酸産生H
アルプミシ・...・H ・-…不 溶
ゲラチシ・・・…・…・・溶 解
血液寒天…....・H ・-溶 ・血
第 2項生物学的性状
Zeissler氏葡萄糖平板培養上の集落は，乳白色
円形にしてその直径は 1~1.5 mmである。その表
面は光沢を有し，や L不透明である。肝片加肝臓プ
イヨシの培養に於いては，極めて良好な発育を示し
旺盛なる瓦斯発生があり培地は強く溜濁を生ずる。
肝片の~化は比較的軽度であるが培養 3 週日に於い
ては，若干その表面に黒~がみられ叉一部は崩壊を
起す。.命弱し、酪酸臭を発生する。
生化学的性状は第 4表に示す如くである。
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①糖分解:マシニット，デキストリ Y，セルロ
ーズ等を分解しなし、。キシロ{ズ，アラピノーズ，
ラムノー ズ， グルコーズ，フルグトーズ，ガラグト
ーズ，サッカローズ，マルトーズ，ラクトーズ，イ
ヌリシ，グリコーゲシ，ヅルチット， グリセリシ等
を分解する。
②イユノド~ ;~，を産生せず，硝酸塩を還元す。
③ ラグムス牛乳培地に於いては，急速に酸を産
生し著明なカゼイン凝固が認められるが消化は行わ
れなし、。
④高層 20%ゲラチ y培地に穿刺後， 10日間培
養を続けたがその液化は起らなし、。
⑤ Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板に於いては，
溶血作用が認められる。
以上の諸種性状より該菌 G5株は， Cl，multife-
第2節培養ー条件
上記の培地 200ccに Ba株の肝片加肝臓プイヨ
ン純培養 48時間のもの 2ccを接種し， 370C，72時
間培養後，これを鏡検して雑菌の混入なきことを確
認し脂酸拍出の材料に供した。
この終末 pHは概ね 5.2であった。
第 3節抽出方法 
第 5表に示す如き拍出法により脂酸分劃を分離し
た。即ち，先ず上述の葡萄糖馬鈴薯プイヨシ培養よ
り馬鈴薯片を予め除去する。次にこの培養液に硫酸
を滴加して， pHを1.2となし，水蒸気蒸溜を行つ
て酸性並びに中性の揮発性物質を得る。この蒸溜液 
を KOHにより pH9.0 に修正せる後， 15--20mm 
Hg にて減圧蒸溜し，原液の 1/20量に濃縮する。
これに再び硫酸を加えて， pH 1.2となし，等量の 
rmentansに一致するものと考えられる。即ち，広'ヱーテルにより 2回抽出を行う。このヱーテル層を
義の酪酸菌群に層するものと推定される。
第 4表 G5株の生化学的性状
糖分解:マンニヅト，デキストリ y，! e 
セルロース 3 
キシローズ，アラピノーズ，
ラムノー ズ， グルコーズ，フ
ルグトーズ，ガラグトーズ，
サッカローズ，マルトズ， ~.... .fi 
ラグト{ズ，イヌリシ，グリ
コー ゲン，ヅ、;1.-チット，グリ
セリ y
イシドー;1.-.........…不産生
硝酸還元・・……・…(十〉
ヲクムス牛乳…・・……・酸 産 生
アルプミ Y"....……不 溶
グラチゾ…・・・……不溶解
血液寒天・・・・……・・溶 血
第 IV章目旨酸抽出法
第 1節脂酸産生用培地
葡萄糖馬鈴薯プイヨシを下記の処方により作成
し， 100oC，30分， 3回開歓被菌を行った。
肉ヱキス 1.0 g Ca-lactate 0.5 g 
Pepton 1.0グ 馬鈴薯 5.0/1 
NaCl 0.3/1 Aq. dest 100.0 cc 
Glucose 1.0グ
この培地では，醗酵により脂酸が産生せられると
き酸のために pHが甚しく下降しその結果菌の発
育増殖が阻害せられることを防ぐ目的をもって，
Ca-lactateを添加した
芭硝により脱水した後，その溶媒を溜去せしめると
脂酸及びリポイドを主成分とする残液 (A)が得ら
れる。
その収量は原液量の約 1/60量である。此の残液
に 10倍量の蒸溜水を加え，再び KOHにより pH
を 9.0とする。これよりヱーテル拍出により，中性
脂肪その他のリポイド分劃を抽出除去すると，残液
は脂酸分劃のカリウム塩を主として含むが故に，こ
れを再度硫酸酸性にしてヱ{テル拍出を行うと，殆
んど純粋の遊離脂酸分劃 (B)が得られる。
この (B)分劃を予め沸騰せる 5倍量の 95%アル
コールに溶かし，等量の 14%酷酸鉛アノレコ{ル溶
液を更に加え，室温に 18時開放置すると，高級脂
酸の鉛塩は 95%アノレコ{ノLに不溶性なるが故に析
出してくる。これを遠心分離沈澱をとり，塩酸酸性
にして加温分解し，酸を遊離せしめ，スーテル抽出
を行う。このヱーテノL拍出液を充分水洗せる後，芭
硝脱水し溶媒を溜去せしめるを，略々純粋な固体酸 
(C)が分離される。
命この (C)分劃の収量は原液の約 1/3000であり
その融点は 320C，沸点は 460C(8 mmHg)であっ
た。即ちこれより (C)物質は，カプリン酸で、ある
ことが確認された。
叉一方 95% アルコ~;1.-可溶性分劃は減圧蒸溜に
より溶媒を溜去後， (C)分劃と同様の操作により鉛
塩を除去すると，脂酸分劃 (D)が得られる。この
収量は原液の約 1/500である。
これは酷酸，プロピオシ酸，酪酸，カフ。ロン酸等 
を含むことが，夫々分溜単離後確認、された。
- 一 枚 出j
拍
1r
j:Em 
hUE
-園， .H
十 Aq. dest，KOH，pH 9.0 
Ether抽出
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第 5表脂酸拍出法
培養液 
+H 2 504，pH 1.2 
ー水蒸気蒸溜
溜 液
E 
+ 一PHn y - -
一
K-o -
四一 
濃縮庄一時1
・ 
進 一  
液
残 液 E 
|芭硝脱水， Ether.溜去
残 液 (B) 
+95% Alcohol Pb-acetate 
遠心分離
上 清 沈 砂、 
+HCl +HCl，加温分解 
Ether抽出 Ether抽出
残 液 E E 残 l 液
水洗，古硝脱水 水洗，芭硝脱水 
Ether溜去 Ether溜去 
(D) 残 液 残 液 (C)
第 V章酸素蛋白抽出法 第 3節抽出方法
第 1節酵素産生用培地 酵素蛋自分劃の分離法は第6表に示す如くであ
肝片加肝臓プイヨシを用いた。即ち，先ず午肝臓 る。即ち，上記の肝片加肝臓プイヨシ 3日間培養物 
500gを細挫せるものに， 蒸溜水 1000ccを加え， より予め肝片を除去せる後，パルプフィルタ{にか
蒸気釜にて 1時間煮沸し冷却後，プランネルにて漉 けて穏過する。この穏液を -30Cに冷却し同様に
過を行う。その穏液に， 肉ヱキス 1%; ペプトン 1 冷却せる1.6f音量のアセトジを加え， 2時間氷室内
%，食塩 0.5%，の割に加えた後， pHを 7.6に修正 に放置せる後， -50Cにて遠心分離 (3000r. p. m) 
し更にこれを 1cc大の肝片 2--3ケ位を入れたる減 30分を行し、沈澱を分離する。これを純アセトンによ
菌試験管に 10cc宛分注する。これを 1200C，30分 り洗糠後，減圧乾燥せしめると灰白色の粉末を得
高圧蹴菌す。 る。これを (E)分劃とする。，
'第 2節培養条件 ー命この (E)分劃の収量は原液量の 1/500である。
上述の肝片加肝臓プイヨユノ 10ccの試験管を 100。 向この分劃には，蛋白質分解酵素 Proteinaseの 
C，30分 3回，間歌波菌を行ったものに，前記の肝 存在せることが明らかに証明された。即ち，卵白
片加肝臓プイヨン培養を 0.2cc宛接種， 370C，72時 アルプミユ/5%溶液にこの (E)物質を 1%の割に
間培養をした。命この終末 pHは6.2で、あった。こ 加え， pH7.2にて 370C，4時間作用せしめた後， 
れを前述の法により雑菌の混入なきことを確めた Grasman Heyde法により COOH基の定量を行
後，酵素蛋白分離実験材料とした。 うと約 11.5%の増加が認められた。
-34ー 千 葉 叫ん T
医
会 雑
詮 一 附
第 32巻
酵素蛋自分離法
液 (50cc) 
ノ勺レプフイノLター
液 残液 
+Aceton (80cc) [ー 30CJJ2時開放置m. 30分遠沈4000r. p. 
i殿 [-5
0CJ 
純 Aceton処理
真空乾燥
粉 末 (E) 
第 Vl章抽出物殺卵試験
第 1節実験方法
上記の抽出物の各分劃を生理食塩水により 50倍
より倍数稀釈法により階段的稀釈系列をつくる。向 
(C)分富lは高級脂酸にして水に対する溶解は極めて
小なるが故に，予め無水アルコールにて 1%溶液を
作りこれより生理食塩水による各稀釈液をつくる。
叉対照としてカプリン酸を同様に稀釈せる 1系列を
準備する。以上の稀釈溶液に新に調製せる実験用虫回
虫卵浮群液を投入して 250C，7日間培養を続けた後
鏡検して虫卵の分裂，発育の有無、を判定することに
より発育阻止作用を検討した。
酵素蛋白分劃 (E)についても全く同様の方法で
実験した。
第 2節実験成績
第 1項脂酸分劃
その成績は第 7表に示す如くである。 
(A)分劃即ち，リポイド，中性脂肪，脂肪酸を含
む分劃では，僅かに 50倍稀釈で発育阻止するに過
ぎない。 
(B)分劃即ち，脂肪酸のみの分劃に於いては， 
400倍の稀釈迄有効である。 
(C)分劃即ち，カプリシ酸を主成分とする分董l
に於いては， -3200倍の稀釈迄明らかに発育阻止作用
第 7表 脂酸分劃殺卵試験
が観察された。
これに反し， 
(D)分劃即ち，低級脂肪酸のみを含む分劃に於
いては， 200倍稀釈迄辛ろうじて効力を示すに過ぎ
ない。
向カプリシ酸の実験に於いては， 3200倍迄有効で
あり， (C)分劃と同様の成績を示した。
更に上記の 7日間培養せ石ものより，カワラケ培
養に移してその生存の有無を検討目した結果，発育阻
止を受けたものの大部分に於いてそれ以上の虫卵発
育が認められず，略々完全に殺卵されていることが
知られた。
以上の成績により，本菌より産生される脂酸類
は，虫回虫卵に対して明らかに発育阻止乃至殺卵的影
響を有し，就中その中のカプリン酸が其の主役をな
すものと推定される。
叉他の嫌気性菌類， 即ち， Cl，butyricum，Cl， 
Sporogenes (何れも腐敗研究所より分離をうけた
株)fc属する夫々一株宛について，此の実験と全く
同様の操作により抽出物を作成し其の効力を検討し
たが，此等の場合は何れもその殺卵性は微弱であり 
(B) 分董.~に於いて， 10倍稀釈液で漸く発育阻止が
認められるに過ぎなかった。
叉カプリン酸分劃の収量も Ba株に比して極めて
少く殆んど痕跡程度なることを知った。
第 2項酵素蛋自分劃
其の成績は第 8表に見られる如くである。即ち，
其の 400倍稀釈溶液に於いて，虫回虫卵の発育は完全
に阻害された。更に此の分劃の溶液の pHを 3.4よ
り9.0迄の範囲に拡げて実験を行った結果， 其の有
効領域は， 5.4より 7.8迄の聞に現れ其の両側に於い
ては著明な発育阻止作用は認められなし、。命この発
育阻止を受けた材料について，カワラケ培養法によ
り其の生死を追求せる結果，全稀釈液共に虫卵の分
裂発育を再び開始するを認、めた。故に此の酵素蛋自
による畑虫卵の発育阻止作用は殺卵に至る程強力な
作用とは認められない。 
日市 × × × 司CCD〉 CαDコ 《FCCO4D × D3C〈小σ〉 
A 分劃 十 十 + 十 十 十 
B 分劃 十 十十 十 + 
C 分霊.~ 一 + 十 
D 分劃一 +十 卜l十十十 十
カプリシ酸ー 十
× 。 。 。 - [
K 
× 。 。 
× 。 一 [ 
× 。 凹 
  
第 8表 酵素分劃発育阻碍試験
N
+ 
+ 
+ 十 
十 +
十++
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向対照として， 酪酸菌， Cl，butyricum，Cl， 酸類が充分大なる溶解度を有するが故に更に此のコ 
Sporogenesの株を用いて，同様の実験認作により
分離せる抽出物の畑虫卵発育阻止作用について検討
したが，その結果は第8表に見られる如く両菌株共
に無効で、あった。
以上の所見より， Ba株の菌に於いては，特異的
な酵素が産生せられ其の酵素が姻虫卵に対して著明
な発育阻止作用を有するものと考えられる。
第 VII章考 察
以上の諸実験成績を通覧して自然界に於ける木菌
の畑虫卵に対する殺卵作用機転につし、て考察を試み
ると次のようである。
即ち，先ずこの菌は蜘虫卵外殻の蛋白膜を基質と
，之によって畑虫L寺異的酵素を産生1して分解する
卵の外鼓膜が物理化学的安化を起し其の発育を阻害
する。且つ畑虫卵の内部に他の物質が侵入し易い状
態となる。此の様な状態になった姻虫卵に一群のカ
プリジ酸を主成分とする脂酸類が作用すると，其の
外殻膜を容易に通過してその内部に存在するコレス
テリン膜に達する。此のコレステリシに対して，脂
レステリジ膜を通過して内部の核物質が直接に脂酸
の作用を受ける。此の場合には，正常卵の外殻の外
側から明接に種々の作用を受ける場合に比して，種
々の複雑な生化学的物理化学的斐化が，遥かに強く
起ることは充分理解し得.る処である。
向叉この殺卵作用の現われる前の時期に於いて顕
微鏡的に精査すると，畑虫卵持にその外鼓膜に於い
て著明な膨隆消失が認められた。即ち，畑虫卵は此
の様な嫌気性菌生産物のためにその核物質に到る迄
徹底的な破壊作用を受けその結果，細胞分裂の能力
迄完全に消失するに至るものと推定される。
向井;実験に使用せる如き強力なる殺卵性を有する 
嫌気性菌は自然界に数多く存在すると思われるが故
に，自然界に於ける虫回虫卵の殺卵叉は発育阻止現象
に於いて，此等の嫌気性菌類の果す役割は犬なるも
のと考えればならぬ。特に貯溜尿尿中に於ける畑虫
卵の自然死被に関して，此等の殺卵性嫌気性菌類の
作用を絶対に無視することは出来ないであろう。
単染色による Ba菌株(1500x) 
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Ba株の Zeissler氏葡萄糖平板培養に於ける集落拡大写真
結 論
著者は，嫌気性菌群の姻虫卵殺減作用を検討しその殺卵機序について微生物化学的に追求せ
る結果次の如き成績を得た。 
① 種々の土壌，汚泥等より分離せる偏性嫌気性菌 40株中， 6株に殺卵性を認めた。 
② 上記姻虫卵殺卵性菌株について形態学的生物学的検索を行った。斯くして殺卵性の最も
強い Ba株は Cl.angulosumなることを知った。而して殺卵機転の研究には専ら本菌株を使
用したO 
⑧ Ba株の葡萄糖馬鈴薯ブイヨン培養液中に産生する脂酸を分劃分析せる結果， カプリ γ
酸の存在を確認した。此の酸は 3200倍稀釈で充分な姻虫卵殺卵作用を示した。 
④ Ba株の産生する蛋自分解酵素分劃を抽出し此れを畑虫卵に作用させると 400倍稀釈迄
発育阻害的に作用した。但し殺卵作用は殆ど認められなかったO 
③ 以上の成績を綜合するに，此等の嫌気性菌類の鯛虫卵に対する殺卵作用は脂酸分劃，就
中カプリン酸がその主役を果すものであり，蛋自分解酵素がその作用を助長せしむるものと推
定されるO
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校聞の労を賜わりました恩師谷川教授に衷心より感
謝の意を表し，併せて種々御助言を下された藤原講師，実川講師に深謝します。
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